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〜
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
〜�





越野巳代治�
（国府新宿）�

三浦喜代治�
（国府新宿）�

仲手川　幸�
（西小磯）�

　
梅
田
　
章
さ
ん
（
西
小
磯
）
が
多

年
に
わ
た
り
青
少
年
指
導
員
活
動
に

努
め
ら
れ
た
功
績
に
よ
り
、
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。�

　
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。�

　
生
涯
学
習
課
　
1
内
線
３
２
３�

近藤　保造�
（月京）�

　
総
務
課
　
1
内
線
２
１
３�

田　　　雄�
（東町）�

　
町
の
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
今
年
度
は
５
名
の
方
が
、
表

彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
表
彰
は
、
福
祉
、
教
育
、
産
業
の
振
興
、
文
化
の
向

上
な
ど
、
町
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
や
、
多
年
に
わ
た
り

町
行
政
に
尽
力
さ
れ
た
方
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。
こ
こ
に
受
賞
さ
れ
る
方
々
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、
表
彰
は
１
月
５
日
に
行
わ
れ
ま
す
。�

（
敬
称
略
・
順
不
同
）�

　
平
成
16
年
度
に
町
が
発
注
す
る
工

事
、
設
計
、
物
品
の
購
入
、
業
務
委

託
な
ど
の
入
札
や
見
積
り
合
わ
せ
へ

の
参
加
、
ま
た
、
そ
の
他
で
町
と
の

取
引
を
希
望
す
る
業
者
は
、
次
の
と

お
り
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
て

業
者
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
今
回
の
業
者
登
録
は
、
平
成
15
・

16
年
度
分
で
登
録
を
さ
れ
な
か
っ
た

業
者
の
追
加
登
録
で
す
。�

��

（
１
部
300
円
）�

　
１
月
16
日（
金
）〜
１
月
30
日（
金
）�

　
※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。�

　
午
前
９
時
〜
正
午�

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分�

　
町
役
場
３
階
財
政
課
窓
口�

　
２
月
２
日（
月
）〜
２
月
９
日（
月
）�

　
財
政
課�

　
1
内
線
２
１
７�
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✎
  調査概要�

  アンケート回答者（年齢別）�

  取得予定価格は約2億円ですが、�
  この価格についてどうお考えですか。�

　
町
で
は
、
野
村
研
修
所
跡
地
（
旧

マ
リ
ア
修
道
院
）
の
取
得
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
上
で
の
重
要

な
拠
点
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
取
得
を
決
定
し
、
大
磯
町
土
地
開

発
公
社
に
よ
る
先
行
取
得
の
議
案
を

12
月
議
会
に
提
出
し
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。�

　
検
討
に
際
し
11
月
に
見
学
会
を
開

催
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
大

勢
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
意

見
を
い
た
だ
き
、
取
得
検
討
の
判
断

材
料
の
一
つ
と
い
た
し
ま
し
た
。�

　
今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
意
見
や
考

え
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
利
用
方

法
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情

報
コ
ー
ナ
ー
、
国
府
支
所
、
図
書
館

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

　
企
画
室
　
1
内
線
２
２
９�

取得概要�



✎
  �
  この土地は、町にとって必要であると思いますか。�

  この土地を町が取得した場合、�
  利用についてどのようなものが�
  考えられると思いますか。（複数回答）�

  この土地を有効に活用するため�
  には、どのような整備をしたら�
  よいと思いますか。�

  取得決定後に、利用目的などに�
  ついての町民参加の検討会議が�
  あった場合に参加したいですか。�

  町で購入しない場合、民間法人などの�
  施設が建設される可能性がありますが、�
  それについてはどのようにお考えですか？�





�

祝
成
人�

成
人
式
記
念
の
つ
ど
い�

  �　
新
成
人
を
祝
っ
て
成
人
式
記
念
の
つ

ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
も
実
行
委

員
会
の
企
画
、
運
営
に
よ
り
、
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
形
式
で
行
い
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
の
出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。�

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
着

く
ず
れ
直
し
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
当
日
欠
席
さ
れ
る
方
に
も
記

念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
の
で
、
２
月
27

日
ま
で
に
教
育
委
員
会
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。�

　
１
月
12
日（
祝
）�

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分�

　（
受
付
午
後
１
時
〜
）�

　
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
　
国
際
会
議
場�

　
生
涯
学
習
課
　
1
内
線
３
２
３�

���

　
今
年
一
年
の
健
康
と
四
海
平
安
を
祈

願
す
る
寒
中
水
泳
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
毎
年
大
寒
の
最
中
に
行
わ
れ
る
こ
の

大
会
は
、
大
漁
旗
と
参
加
者
の
赤
ふ
ん

ど
し
の
締
め
込
み
姿
が
人
気
を
呼
ん
で

い
ま
す
。�

　
１
月
25
日（
日
）�

　
　
　
　
　
午
前
11
時
〜�

　
北
浜
海
岸
（
か
ぶ
と
岩
前
）�

※
参
加
希
望
の
方
は
、
直
接
現
地
へ
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。�

 

　 

町
体
育
協
会�

　
町
体
育
協
会
水
泳
部�

　
戸
塚
　
1（
61
）２
３
９
９�

�

左
　
義
　
長�

�

　
左
義
長
は
、
サ
イ
ト
バ
ラ
イ
、
ド
ン

ド
焼
き
な
ど
と
呼
ば
れ
、
小
正
月
に
し

め
飾
り
な
ど
を
燃
や
し
、
ダ
ン
ゴ
を
焼

く
正
月
行
事
で
す
。
大
磯
の
左
義
長
は
、

古
い
年
を
精
算
し
て
新
し
い
年
を
迎
え

よ
う
と
す
る
小
正
月
の
火
祭
り
と
道
祖

神
の
祭
り
が
密
接
に
結
び
つ
い
た
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
毎
年
１
月
14
日
に
行
わ
れ
、
北
浜
海

岸
に
は
９
基
の
サ
イ
ト
が
並
び
、
午
後

７
時
ご
ろ
に
一
斉
に
火
入
れ
を
行
い
、

ダ
ン
ゴ
を
焼
く
人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

こ
の
行
事
は
平
成
９
年
に
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。�

　
１
月
14
日（
水
）�

　
午
後
７
時
火
入
れ
予
定�

大
磯
北
浜
海
岸�

　
大
磯
町
郷
土
資
料
館
　
1（
61
）４
７
０
０�

　
経
済
観
光
課
　
1
内
線
２
６
４�

��

　
新
春
を
迎
え
、
消
防
職
、
団
員
の
士

気
高
揚
と
職
務
遂
行
へ
の
決
意
を
新
た

に
、
防
火
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
消
防
出
初
式
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
消
防
部
隊
の
入
場
や
観
閲
、

表
彰
や
演
技
披
露
等
が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
１
月
11
日（
日
）�

　
午
前
10
時
〜�

　
大
磯
小
学
校
校
庭�

　（
雨
天
時
は
、
同
校
体
育
館
）�

※
式
典
当
日
は
、
午
前
８
時
30
分
に
サ

イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
の
で
火
災
と
間

違
え
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

�

　
消
防
本
部
　
1（
61
）０
１
１
９�
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第
23
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
神
奈
川
県
大
会
等
が
開
催

さ
れ
、
次
の
方
が
上
位
入
賞
さ
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）�

�

　
・
応
募
総
数
394
校�

　
　
５
２
’６
１
３
編�

　
銀
賞�

　
　
　『
社
会
の
中
の
差
別
』�

　
　
　
山
口
　
明
音�

（
大
磯
中
学
校
３
年
生
）�

�

　
・
応
募
総
数
43
校�

　
　
２
’０
５
０
編�

　
努
力
賞�

　
　
　『
私
の
考
え
る「
人
権
」と
は
』�

　
　
　
鈴
木
　
杏
菜�

（
国
府
中
学
校
３
年
生
）�

　
地
域
協
働
課�

　
1
内
線
２
３
７�

　
恒
例
の
大
磯
一
周
駅
伝
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。�

　
沿
道
の
皆
さ
ん
の
盛
大
な
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。�

�

　
１
月
18
日（
日
）午
前
８

時
20
分
開
会
式
、
午
前
９
時
大
磯
小

学
校
前
ス
タ
ー
ト�

�

　
大
磯
小
学
校
正
門
前
ス
タ
ー

ト
〜
第
１
中
継
所
（
福
祉
セ
ン
タ
ー

さ
ざ
れ
石
前
）�

　『
３
・
25
㎞
』�

　
第
１
中
継
所
〜
第
２
中
継

所（
二
の
宮
紙
器
手
前
）�

　『
４
・
15
㎞
』�

　
第
２
中
継
所
〜
第
３
中
継

所（
虫
窪
ぼ
っ
た
り
バ
ス
停
前
）　

『
２
・
05
㎞
』�

　
第
３
中
継
所
〜
第
４
中
継

所（
虫
窪
ス
ポ
ー
ツ
広
場
前
）�

　『
４
・
55
㎞
』�

　
第
４
中
継
所
〜
第
５
中
継

所（
上
寺
坂
信
号
機
先
）�

　『
３
・
80
㎞
』�

　
第
５
中
継
所
〜
第
６
中
継

所（
馬
場
老
人
憩
い
の
家
前
）�

　『
３
・
33
㎞
』�

　
第
６
中
継
所
〜
大
磯
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド（
ゴ
ー
ル
）�

　『
３
・
42
㎞
』�

（『
総
距
離
…
24
・
55
㎞
』）�

　
沿
道
で
の
応
援
の
際
は
、
選
手
の

体
に
触
れ
た
り
、
自
動
車
な
ど
で
の

伴
走
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
、
選

手
の
安
全
な
走
行
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。�

※
な
お
、
出
場
チ
ー
ム
の
募
集
は
す

で
に
締
め
切
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
生
涯
学
習
課
　
1
内
線
３
２
４�

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で�

入
賞
！�

スタート�
第1中継所�
第2中継所�
第3中継所�
第4中継所�
第5中継所�
第6中継所�
ゴール�

5

大磯中学校�
八坂神社�

城山トンネル�

馬場老人憩の家�
国府支所�

JR東海道線�

JR
東海
道新
幹線
�

大磯警察署�

六所神社�

東海大�
病院�

国道1号線�

役場�

大磯郵便局�

山王町バス停�

旧道�

化粧坂交番�

ぼったりバス停�

虫窪スポーツ広場�

西久保�
バス停�

恒道園�

黒岩公民館�

王福寺�

大磯I.C.

県道
相模
原大
磯線
�

大磯駅
�

2

4

6

福祉センター�
さざれ石�

駅伝コース概略図�

3

1



冬
の
ス
キ
ン
ケ
ア�

　
だ
ん
だ
ん
寒
く
な
っ
て
、
空

気
も
乾
燥
し
て
き
ま
し
た
。
お

と
な
も
赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
も

肌
の
か
さ
か
さ
が
気
に
な
る
季

節
で
す
。�

�

冬
の
環
境
と
肌
状
態�

　
外
気
の
温
度
が
下
が
る
と
皮

膚
の
代
謝
の
働
き
が
鈍
く
な
り
、

バ
リ
ア
を
つ
く
っ
て
皮
膚
を
保

護
し
て
い
る
皮
脂
の
分
泌
が
鈍

く
な
り
ま
す
。�

　
空
気
の
乾
燥
が
皮
膚
の
乾
燥

に
拍
車
を
か
け
、
ま
た
汗
を
か

く
量
が
減
り
、
皮
膚
の
保
湿
力

が
下
が
り
ま
す
。�

　
暖
房
に
よ
り
暖
ま
っ
た
快
適

な
部
屋
の
湿
度
は
20
％
位
で
す
。

湿
度
が
50
％
以
下
に
な
る
と
皮

膚
の
角
質
層
の
水
分
量
は
半
分

（
10
％
）以
下
に
な
り
、
肌
は
乾

燥
し
て
痒
み
や
湿
疹
が
出
や
す
く
、

細
菌
な
ど
の
感
染
を
起
こ
し
た
り
、

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
さ
め
肌
、

主
婦
湿
疹
や
乾
皮
症
も
悪
化
し

が
ち
で
す
。�

�

基
本
の
ス
キ
ン
ケ
ア�

①
毎
日
お
風
呂
に
入
り
、
身
体

を
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。�

　
　
皮
脂
が
流
れ
落
ち
な
い
よ
う

お
湯
は
ぬ
る
め
に
し
て
、か
ら
だ

は
ゴ
シ
ゴ
シ
擦
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。ナ
イ
ロ
ン
タ

オ
ル
で
荒
れ
た
肌
を
強
く
こ
す

る
と
シ
ミ
に
な
っ
た
り
痒
み
が
増

し
ま
す
。�

　
　
保
湿
効
果
の
あ
る
入
浴
剤

を
選
ん
で
楽
し
む
の
も
良
い

で
し
ょ
う
。�

②
肌
の
か
さ
か
さ
が
強
い
と
き
は

保
湿
剤
を
使
い
ま
し
ょ
う
。�

　
　
ロ
ー
シ
ョ
ン
↓
ク
リ
ー
ム

↓
軟
膏
の
順
に
油
分
が
多
く
、

保
湿
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。�

　
　
肌
の
状
態
や
つ
け
る
部
位
、

季
節
な
ど
に
応
じ
て
使
い
分

け
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。�

　
　
入
浴
後
15
分
以
内
に
塗
る

と
効
果
的
で
す
。
薄
手
の
綿

手
袋
や
、
靴
下
で
保
護
す
る

の
も
良
い
で
し
ょ
う
。�

③
肌
を
刺
激
す
る
素
材
の
肌
着

や
洋
服
を
さ
け
ま
し
ょ
う
。�

④
部
屋
の
空
気
が
乾
燥
し
す
ぎ

な
い
よ
う
に
花
瓶
や
濡
れ
タ

オ
ル
を
置
く
な
ど
加
湿
の
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。�

⑤
新
陳
代
謝
が
低
下
し
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
が
不
足
す
る
と
皮
膚
が
角
化

し
、
肌
が
荒
れ
ま
す
。
食
事
の

バ
ラ
ン
ス
に
も
配
慮
し
、
ビ
タ
ミ

ン
ミ
ネ
ラ
ル
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。�

⑥
飲
酒
や
夜
更
か
し
が
続
か
な
い

よ
う
に
生
活
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。�

⑦
ス
キ
ー
に
行
く
人
は
雪
焼
け
に

注
意
し
日
焼
け
止
め
対
策
を
し
っ

か
り
し
ま
し
ょ
う
。�

　
子
育
て
介
護
課�

　
下
澤
　
1
内
線
３
０
８�

�������

　
市
民
活
動
団
体
間
の
交
流
や
市
民

活
動
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け
を
作
る

た
め
、
活
動
内
容
を
紹
介
す
る
登
録

簿
を
つ
く
り
ま
し
た
。�

　
活
動
を
18
分
野
に
分
け
て
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
）
２
団
体
を
含
め
、
11
分

野
50
団
体
の
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
登
録
簿
は
、
役
場
町
民
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、
市
民
活
動
団
体
の
登
録
は

随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。
登
録
し
て

活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
交
流
を
広
げ

て
み
ま
し
ょ
う
。�

�
　
地
域
協
働
課
　
1
内
線
２
３
６�

�  
子
育
て
支
援
の�

  

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施�

��

　
昨
年
７
月
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、

育
成
す
る
環
境
の
整
備
を
進
め

る
た
め
、

が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。�

　
子
育
て
を
し
て
い
る
家
庭
の

子
育
て
に
対
す
る
考
え
や
要
望

を
調
査
し
、
平
成
16
年
度
に
地

域
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

調
査
は
０
歳
か
ら
12
歳
ま
で
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯
か
ら
無
作

為
に
抽
出
す
る
方
法
で
行
い
、

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
調
査

票
を
１
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す

の
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

�

　
子
育
て
介
護
課�

　
1
内
線
３
０
５�

�

�����

　
一
月
か
ら
「
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」�

　
活
動
を
し
て
く
だ
さ
る
方
が�

　
増
え
ま
す
。�

�

　
中
郡
地
区
で
「
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
11
月
に
開
催
し
、

大
磯
町
で
は
11
名
の
方
が
新
た

に
活
動
を
開
始
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。�

　
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、「
保
育
園

の
迎
え
に
間
に
合
わ
な
い
と
き

に
代
わ
り
に
迎
え
に
行
き
、
家

で
面
倒
を
み
て
欲
し
い
」「
保
育

園
な
ど
の
預
け
入
れ
が
決
ま
る

ま
で
の
間
、
面
倒
を
み
て
欲
し
い
」

「
美
容
院
へ
行
き
た
い
の
で
、
短

時
間
面
倒
を
み
て
欲
し
い
」
な
ど
、

子
育
て
中
の
様
々
な
状
況
に
協

力
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
々
で
す
。�

　
電
話
で
、
利
用
時
間
・
場
所
・

条
件
な
ど
を
お
伝
え
い
た
だ
く
と
、

対
応
可
能
な
サ
ポ
ー
タ
ー
を
紹

介
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。�

�

　（
財
）二
十
一
世
紀
職
業
財
団�

　
神
奈
川
事
務
所�

　
1
０
４
５（
224
）８
０
４
２�

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖



�

　
相
続
や
贈
与
な
ど
に
よ
り
土
地
・

家
屋
の
納
税
義
務
者
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
や
、
納
税
義
務
者
が
亡
く
な

ら
れ
た
の
に
変
更
し
て
い
な
い
場
合

は
、
納
税
義
務
者
の
変
更
を
お
願
い

し
ま
す
。�

��

　
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月

１
日
に
現
存
す
る
建
物
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

お
手
数
で
す
が
、
取
り
壊
し
た
こ
と

を
お
申
出
く
だ
さ
い
。�

���

　
償
却
資
産
を
所
有
の
方
は
、
１
月

１
日
現
在
の
償
却
資
産
に
つ
い
て
、

そ
の
状
況
（
資
産
の
種
類
・
取
得
価

格
・
取
得
時
期
・
耐
用
年
数
等
）
を

１
月
23
日（
金
）ま
で
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。�

　
償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で

工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る

方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
所
有
し

て
い
る
（
使
用
し
て
い
る
、
い
な
い

は
問
い
ま
せ
ん
）
機
械
・
器
具
・
備

品
な
ど
で
他
の
税
（
自
動
車
・
軽
自

動
車
税
等
）
の
対
象
と
な
ら
な
い
有

形
固
定
資
産
を
い
い
ま
す
。�

・
耐
用
年
数
１
年
未
満
ま
た
は
取
得

価
格
が
10
万
円
未
満
の
減
価
償
却
資

産
で
、
法
人
税
法
等
の
規
定
に
よ
り

一
時
に
損
金
に
算
入
さ
れ
た
も
の
。�

・
税
務
会
計
に
お
い
て
、
取
得
価
格

が
10
万
円
以
上
20
万
円
未
満
の
減
価

償
却
資
産
で
、
事
業
年
度
ご
と
に
３

年
間
で
一
括
償
却
す
る
場
合
。�

�

　
税
務
課�

　
1
内
線
２
５
５
・
２
５
６�

���

　
税
務
署
の
窓
口
で
は
、
１
月
５
日
か

ら
所
得
税
の
還
付
申
告
書
の
提
出
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
告
期
間
中

は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

早
め
の
申
告
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
還
付
金
の
受
取
り
は
、
ご

本
人
の
預
貯
金
口
座
を
ご
指
定
く
だ

さ
い
。�

　
国
税
庁
で
は
、
税
金
の
電
話
相
談

（
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
）
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
申
告
書
の
作
成
案
内
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。�

　
東
京
1（
03
）３
２
１
３
―

２
２
２
２

　
横
浜
1（
045
）６
４
１
―

２
２
２
２�

�
　
平
塚
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門�

　
1（
22
）１
４
０
０�

　
12
月
７
日
・
14
日（
日
）に
町
内
の

各
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。�

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

　
優
勝
　
永
瀬
　
高
寿��

　
優
勝
　
上
原
　
健��

　
優
勝
　
小
出
　
理
恵�

�

　
優
勝
　
深
井
　
孝�

　
　
　
　
永
井
　
充�

�

　
優
勝
　
簑
島
　
朋
美�

　
　
　
　
小
出
　
梨
恵�

��

　
優
　
勝
　
男
宿�

　
準
優
勝
　
ｏ
ｈ
！
か
る
ぼ
ー
ん�

　
第
３
位
　
チ
ー
ム
Ｈ
・
Ｇ�

（
３
ｋｍ
）

　
１
年
生
の
部�

　
優
勝
　
竹
内
　
優
馬
　
10
分
52
秒�

　
２
年
生
の
部�

　
優
勝
　
高
津
　
幹
夫
　
10
分
53
秒�

　
３
年
生
の
部�

　
優
勝
　
土
屋
　
樹
伸
　
10
分
41
秒�

（
３
ｋｍ
）�

　
１
年
生
の
部�

　
優
勝
　
平
田
　
由
香
　
12
分
38
秒�

　
２
年
生
の
部�

　
優
勝
　
林
　
明
子
　
　
12
分
48
秒�

（
６
ｋｍ
）�

　
15
歳
〜
29
歳
以
下
の
部�

　
優
勝
　
吉
村
　
元
気
　
20
分
49
秒�

　
30
歳
代
の
部�

　
優
勝
　
小
川
　
幸
一
　
21
分
48
秒�

　
40
歳
代
の
部�

　
優
勝
　
大
川
　
充
　
　
22
分
35
秒�

　
50
歳
以
上
の
部�

　
優
勝
　
白
石
　
稔
　
　
24
分
36
秒�

�

　
生
涯
学
習
課
　
1
内
線
３
２
４�



特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
紹
介�

�

　
本
館
２
階『
ま
ち
の
資
料
室
』に

は
、
三
つ
の
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
あ
り
ま
す
。（
一
部
閉
架
）�

�

…
元
首
相
吉
田
茂（
１

８
７
８
〜
１
９
６
７
）の
旧
蔵
書
で
、

没
後
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
30

年
代
出
版
の
政
治
・
社
会
評
論
、

文
芸
書
が
多
く
、
文
芸
書
に
は
著

者
の
書
名
も
多
く
入
っ
て
い
ま
す
。

氏
自
身
が
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
漢

籍
や
洋
書
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。（
一

部
未
整
理
）約
１
９
０
０
冊
。
閲

覧
の
み
。�

�

…
戦
後
、
大
磯
町
に

居
を
移
し
、
社
会
評
論
家
と
し
て

執
筆
・
翻
訳
活
動
を
行
っ
て
き
た

坂
西
志
保（
１
８
９
６
〜
１
９
７
６
）

の
収
集
資
料
で
、
没
後
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
文
学
書
を
中
心
に
約
５

８
０
０
冊
所
蔵
し
、
氏
の
英
訳
に

よ
る
”Ｔａｎｇ
ｌｅ
ｄ 

Ｈａ
ｉｒ
“（
与

謝
野
晶
子
著『
み
だ
れ
髪
』）も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
一
部
貸
出
可
。  �

�

…
戦
後
を
代
表
す
る

作
家
の
ひ
と
り
で
あ
る
大
岡
昇
平

（
１
９
０
９
〜
１
９
８
８
）の
旧
蔵

書
の
一
部
で
、
氏
の
著
作
の
ほ
か

推
理
小
説
な
ど
文
学
書
を
約
４
０

０
冊
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
貸
出
可
。

氏
は
１
９
５
３
年
か
ら
十
数
年
東

町
に
居
を
構
え
て
い
ま
し
た
。
な

お
、
氏
の
原
稿
、
資
料
、
書
物
な

ど
六
千
点
は
神
奈
川
近
代
文
学
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�����������������

郷
土
史
講
演
会
の
お
知
ら
せ�

�

　
相
模
地
方
の
鉄
道
史�

　
小
野
田
　
滋
さ
ん（
日

中
鉄
道
友
好
推
進
協
議
会
勤
務
、

文
化
庁
建
造
物
課
調
査
員
、
工

学
博
士
、
著
書
『
鉄
道
構
造
物

探
検
』
Ｊ
Ｔ
Ｂ
刊
）�

　
２
月
７
日（
土
）午
後

２
時
〜
４
時�

　
図
書
館
本
館
２
階
大

会
議
室�

　
一
般
100
名（
先
着
順
）

１
月
６
日（
火
）午
前
10
時
か
ら

来
館
ま
た
は
電
話
に
て
受
付�

　
相
模
川
以
西
市
町
史

編
さ
ん
連
絡
協
議
会�

　
相
模
川
以
西
市
町
史
編
さ
ん
連

絡
協
議
会
事
務
局（
図
書
館
内
）�

　
1（
61
）３
０
０
２�

��
１
月
12
日（
月
）�

午
前
10
時
〜
午
後
５
時�

（
13
日（
火
）は
休
館
）�

�

　
図
書
館
　
1（
61
）３
０
０
２�

������ 

第
４７
回
大
磯
西
行
祭�

 

献
詠
俳
句
・
短
歌
募
集�

�

　
３
月
２８
日（
日
）に
開
催
す
る
西
行

祭
の
献
詠
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。�

　
俳
句
…
雑
詠
二
句�

　
　
　
短
歌
…
自
由
二
首�

　
　
　（
未
発
表
の
作
品
に
限
る
）�

　
１
月
３０
日（
金
）�

　
半
紙
ま
た
は
原
稿
用

紙
に
、
筆
ま
た
は
ペ
ン
で
住
所
、

氏
名
（
ま
た
は
雅
号
）、
電
話
番

号
を
楷
書
（
フ
リ
ガ
ナ
付
記
）
で

明
記
し
、
９０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
て
、
封
書
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

�
�

　
経
済
観
光
課
　
1
内
線
２
６
４�

　
〒
２
５
５
―

８
５
５
５
　
大
磯
町

役
場
経
済
観
光
課
商
工
観
光
班
　

「
西
行
祭
献
詠
俳
句
・
短
歌
募
集
」
係�

���
　�

��

 ������ 

店
舗
コ
ン
ク
ー
ル�

 

参
加
店
の
募
集�

　�　
明
る
く
個
性
の
あ
る
店
舗
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
る
中
小
小
売
商
店
の

店
舗
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。�

　
①
町
内
に
店
舗
を
営

む
も
の
。
②
資
本
の
額
ま
た
は
出

資
の
総
額
が
一
千
万
円
以
下
。
③

従
業
員
数
が
５０
人
以
下
の
会
社
及

び
個
人�　

１
月
６
日（
火
）〜
２
月
６

日（
金
）�

　
経
済
観
光
課
　
1
内
線
２
６
４�

　
大
磯
町
商
工
会
　
1（
６１
）０
８
７
１�

�� 

防
災
講
演
会�

�

　
防
災
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
や
知

識
の
普
及
を
図
る
た
め
、
防
災
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
１
月
２５
日（
日
）�

　
午
前
１０
時
〜�

　
保
健
セ
ン
タ
ー
研
修
室�

　
長
岡
　
照
子
さ
ん�

　
「
阪
神
淡
路
大
震
災
を
体
験
し
て
」�

　
地
域
協
働
課
　
1
内
線
２
６
６�



 
子
育
て
ひ
ろ
ば�

「
子
育
て
ぱ
ん
だ
」�

�

　
未
就
園
児
と
保
護
者
を
対
象
に
保

健
セ
ン
タ
ー
和
室
の
開
放
を
し
て
い

ま
す
。
希
望
者
に
は
保
健
師
に
よ
る

育
児
相
談
も
行
い
ま
す
。�

　
１
月
７
日
、
２１
日
、
２

月
４
日
、
１８
日
　
い
ず
れ
も
水
曜

日
午
前
９
時
３０
分
〜
１２
時�

　
保
健
セ
ン
タ
ー�

　
子
育
て
介
護
課
　
1
内
線
３
０
８�

��������� 

親
子
あ
そ
び
と
お
話
会�

　�　
保
育
士
に
よ
る
親
子
あ
そ
び
、
図

書
館
職
員
に
よ
る
お
話
会
を
お
こ
な

い
ま
す
。�

　
１
月
１６
日（
金
）�

　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分�

　
保
健
セ
ン
タ
ー�

　
１
歳
６
か
月
〜
３
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者�

　
子
育
て
介
護
課
　
1
内
線
３
０
８�

��

� 

わ
た
し
の
た
め
の
介
護
教
室�

�

　
自
分
や
家
族
に
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
時
、
あ
な
た
は
ど
ん
な
介
護
を
し

た
い
、
ま
た
は
受
け
た
い
で
し
ょ
う

か
。「
自
分
ら
し
く
」・「
今
で
き
る

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
介
護
に
つ
い
て

共
に
考
え
、
学
べ
る
教
室
で
す
。�

　
①
１
月
２９
日（
木
）�

　
②
２
月
６
日（
金
）�

　
③
２
月
１６
日（
月
）〜
２０
日（
金
）の

う
ち
一
日
を
選
択�

　
④
２
月
２５
日（
水
）�

　
①
②
④
は
午
後
１
時
〜
３
時
、
③

は
一
日（
施
設
見
学
）�

　
①
④
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ
ざ
れ
石
」�

　
②
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
す
ば
る
」�

　
③
施
設
見
学�

　
町
内
在
住
で
、
原
則
と
し
て
４
日

間
出
席
で
き
る
方�

　
大
磯
町
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
1（
６１
）４
８
０
０�

�� 

ふ
る
さ
と
再
発
見�

「
湘
南
め
ぐ
り
」�

�

　
私
た
ち
の
住
む
「
湘
南
」
の
す
ば

ら
し
さ
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

　
２
月
２１
日（
土
）午
前
９

時
〜
午
後
１
時（
雨
天
中
止
）�

　
小
田
急
片
瀬
江
の
島
駅

（
集
合
）
江
の
島
島
内
の
史
跡
等

を
め
ぐ
り
江
の
島
サ
ム
エ
ル
・
コ
ッ

キ
ン
グ
苑
、
江
の
島
展
望
灯
台
へ
、

手
打
ち
そ
ば
の
サ
ー
ビ
ス
有
。�

　
千
円
（
小
学
生
以
下
は

５
０
０
円
）�　

往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加

希
望
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
代
表
者
の
電
話
番
号
・「
湘

南
め
ぐ
り
参
加
希
望
」
と
明
記
。�

　
２
月
１０
日（
火
）必
着�

　
７０
名（
定
員
を
オ
ー
バ
ー

し
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
）�

　
湘
南
地
区
観
光
振
興
協

議
会�

　
藤
沢
市
役
所
観
光
課�

　
1
０
４
６
６（
５０
）３
５
３
１�

　
〒
２
５
１
―

８
６
０
１�

　
藤
沢
市
朝
日
町
１
―

１�

　
藤
沢
市
観
光
課
内
湘
南
地
区
観
光

振
興
協
議
会�

�� 

左
義
長
の�

 

　
　
団
子
セ
ッ
ト
を
販
売�

�

　
町
観
光
協
会
で
は
、
手
軽
に
団
子

焼
き
が
楽
し
め
る
団
子
セ
ッ
ト（
竿

と
団
子
）１５０
組
を
販
売
い
た
し
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
サ
イ
ト
へ
の
火
入
れ
は
午

後
７
時
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

　
１
月
１４
日（
水
）午
後
１

時
３０
分
か
ら
販
売
開
始�

　
大
磯
駅
前
観
光
案
内
所�

　
１
セ
ッ
ト
５００
円�

　
大
磯
町
観
光
協
会
事
務
局（
経
済

観
光
課
内
）　
1
内
線
２
６
４�

　
観
光
案
内
所
　
1（
６１
）３
３
０
０�

�������� 

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財�

 

大
磯
左
義
長
を
探
る�

�

　
道
祖
神
（
七
所
参
り
）
を
巡
り
、

北
浜
海
岸
の
火
祭
会
場
（
サ
イ
ト
）

に
案
内
し
ま
す
。�

　
１
月
１４
日（
水
）�

　
　
　
　
　
午
後
３
時
〜
５
時�

　
大
磯
駅
前
集
合
（
小
雨

決
行
）�

　
大
磯
駅
前
―
湘
南
の
碑

前
―
下
町
通
り
―
南
下
町（
坂
下
、

浜
之
町
、大
泊
、子
の
神
）―
北
下

町（
中
宿
、浅
間
町
、大
北
）―
山
王

町（
日
枝
神
社
）―
長
者
町（
道
祖

神
）―
北
浜
海
岸（
９
基
の
サ
イ
ト
）�

　
３００
円（
保
険
料
、資
料
代
）�

　
大
磯
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会�

　
荒
金
　
1（
６１
）３
０
５
７

　
観
光
案
内
所
　
1（
６１
）３
３
０
０�

�

� 

町
民
の
つ
ど
い�

�  

大
磯
の
教
育
を
推
進
す
る
町
民
会

議
発
足
２０
周
年
を
記
念
し
て
、
親
と

子
ど
も
、
地
域
の
大
人
と
子
ど
も
が

共
に
育
つ
・
共
に
生
き
る
を
め
ざ
し

て
、「
こ
れ
か
ら
の
共
育
を
考
え
よ

う
！
」
〜
地
域
で
育
も
う
子
ど
も
た

ち
と
の
ふ
れ
あ
い
〜
を
テ
ー
マ
に
町

民
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。�

　
１
月
３１
日（
土
）�

　
午
後
１
時
〜
４
時�

  

大
磯
小
学
校
体
育
館�

　�

・
記
念
式
典�

・
標
語
入
賞
者
発
表
・
表
彰�

・
記
念
講
演
　
講
師
　
秋
山
　
仁
さ

ん（
東
海
大
学
教
育
開
発
研
究
所

教
授
）「
子
ど
も
の
数
だ
け
夢
が

あ
り
、
夢
の
数
だ
け
将
来
が
あ
る
」�

 

大
磯
の
教
育
を
推
進
す

る
町
民
会
議�

　
大
磯
町
教
育
委
員
会
、

神
奈
川
の
教
育
を
推
進
す
る
県
民

会
議�

　
町
民
会
議
事
務
所�

　
飯
田
　
1（
６１
）１
７
３
１ �

　
生
涯
学
習
課
　
1
内
線
３
２
３�



 
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー�

 
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト�

「
オ
カ
リ
ナ
＆
ギ
タ
ー
」�

�

　
素
朴
な
土
の
音
色
と
ギ
タ
ー
の
あ

た
た
か
い
木
の
響
き
に
浸
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
な
お
、
参
加
費
の
一
部
を

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
い
た
し

ま
す
。�

　
１
月
２５
日（
日
）�

　
午
後
１
時
３０
分
開
場
、
２
時
開
演�

　
生
涯
学
習
館�

　
６０
名
（
先
着
順
）�

　
１
’０
０
０
円�

　『
ね
ん
ど
』
オ
カ
リ

ナ
　
小
山
京
子
さ
ん
　
吉
塚
光
雄

さ
ん
　
ギ
タ
ー
　
齋
藤
浩
さ
ん�

　
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で

行
く
・
と
な
り
の
ト
ト
ロ
他�

　
大
磯
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会�

　
東
部
地
区�

　
曽
根
田
　
1（
６１
）０
３
９
９�

　
西
部
地
区�

　
依
　
田
　
1（
７２
）０
７
０
５�

�� 

在
宅
障
害
者
の�

 

防
災
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

〜
も
し
も
…
の
時
の
た
め
に
〜�

�

　
在
宅
療
養
者
に
と
っ
て
『
災
害
の

発
生
』
は
大
き
な
不
安
と
な
っ
て
い

ま
す
。
災
害
に
強
い
地
域
と
は
…
皆

で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。�

　
１
月
２７
日（
火
）午
後
１

時
３０
分
〜
４
時�

　
平
塚
Ｍ
Ｎ
ビ
ル�

　
130
名�

�

　
・
講
演｢

在
宅
療
養
者
に
と
っ
て

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り｣�

　
冨
士
常
葉
大
学
環
境
防

災
学
部
教
授  

重
川 

希
志
依
さ
ん�

　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所�

　
1（
３２
）０
１
３
０�

�� 

１０
円
玉
の
大
行
進�

�

　
本
・
ま
ん
が
・
お
も
ち
ゃ
な
ど
、

子
ど
も
が
喜
ぶ
も
の
を
寄
付
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
気
に
入
っ
た
物

を
探
し
て
１０
円
で
買
っ
て
く
だ
さ
い
。

収
益
は
町
の
福
祉
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
ま
す
。�　

１
月
２５
日（
日
）午
前
１０

時
〜
正
午（
雨
天
決
行
）�

　
生
涯
学
習
館�

　
子
ど
も
１０
円
バ
ザ
ー
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー（
皿
回
し
、

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
な
わ
と
び
）�

　
寄
付
す
る
品
物
を
一

つ
以
上
と
袋
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。�

　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
神
奈
川
県
第
９５
団�

　
平
　
1（
６１
）２
０
２
８�

���

「
自
閉
症
の
人
と
の�

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い 

て
」�

 

　
　
　
　 

障
害
者
福
祉
講
演
会�

�

　
地
域
で
暮
ら
す
障
害
者
の
理
解
の

た
め
に
、
共
に
学
び
あ
い
ま
せ
ん
か
。�

　
１
月
２０
日
（
火
）�

　
午
後
６
時
〜
８
時�

　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー�

　
「
す
ば
る
」�　

海
老
名
市
立
わ
か
ば
学
園

園
長
　
諏
訪
利
明
さ
ん�

　
４０
人�

大
磯
町
　�

�

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ぱ
れ
っ
と
　�

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６１
）３
０
１
１�

��

� 

結
核
定
期
外
健
康
診
断�

（
Ｘ
線
間
接
撮
影
）�

　
１
月
１３
日（
火
）〜
１６
日

（
金
）、１９
日（
月
）〜
２０
日（
火
）午

前
９
時
〜
１１
時
３０
分
、午
後
１
時

〜
３
時�

　
理
容
師
、
美
容
師
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
訪
問
介
護
職
員

等
で
定
期
検
診
受
診
済
者�

　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所�

　
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所�

　
1（
３２
）０
１
３
０�

1月の日程表�
 日 曜 当　　番　　医 専　門　科　目 所　　在　　地 電　話�
 1 木 簑島医院 外・内・消・整 大磯町国府新宿４０２ ７１－０１８４�
 2 金 二宮診療所 内・循・外・消・整 二宮町二宮１３０５ ７１－０２０１�
 3 土 二見整形外科 整・リハ 二宮町川匂６ 0465－43－2921�
 4 日 湘南大磯クリニック 内科のみ 大磯町東小磯３５ ６１－３１０９�
 11 日 こうの内科・循環器科クリニック 内・呼・消・循・心 二宮町二宮８８４－１ ７２－６７０１�
 12 月 松橋医院 内・小・消 大磯町国府新宿５４７ ７１－０５２２�
 18 日 横山医院 小・循・内 二宮町二宮１０４８－２ ７２－２５８０�
 25 日 ひよこクリニック 小・内・皮 大磯町大磯１６５４－３ ６１－７９６３�

休日急患診療 在宅当番医�

火事と救急�
11月の出動状況�

1
1

1

と
な
り
ま
ち
情
報�

�



 
産
業
別
最
低
賃
金
の
改
正�

��

　
最
低
賃
金
法
に
よ
り
、
雇
用
形
態

を
問
わ
ず
神
奈
川
県
内
で
働
く
生
産

業
の
労
働
者
の
最
低
賃
金
が
次
の
よ

う
に
決
ま
り
ま
し
た
。�

�������������

　
神
奈
川
労
働
局�

　
1
０
４
５（
２１１
）７
３
５
４�

�� 

日
赤
幼
児
安
全
法
の�

 

短
期
講
習
会�

�

　
①
２
月
２０
日（
金
）
、  �

　
　
　
　
　
②
２
月
２８
日（
土
）�

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
正
午�

　
大
磯
町
保
健
セ
ン
タ
ー�

　
①
幼
児
期
に
起
こ
り
や

す
い
事
故
の
予
防
及
び
応
急
手
当�

　
②
か
か
り
や
す
い
病
気
と
看
病
の

仕
方
等�

　
町
内
在
住
・
在
勤
で
、

子
を
持
つ
親
、
ま
た
は
接
す
る
機

会
の
あ
る
方�日

赤
神
奈
川
県
支
部
指

導
員�

　
３０
人�

　
大
判
ハ
ン
カ
チ
・
筆

記
用
具
・
動
き
や
す
い
服
装�

　
１
月
６
日
（
火
）
か
ら�

�

　
日
赤
神
奈
川
県
支
部
大
磯
町
分
区

（
福
祉
課
内
）
1
内
線
３
０
３�

���

相談のご案内［1月］�

1

1

1

1

1

①有料�
　ビデオデッキ、アマチュア無線用受信機、
双眼鏡、体脂肪計、クリスタル水晶時
計�
②無料�
　ベビーバス、ベビーベッド�

　午前８時３０分～午後５時�
○不用品登録状況はホームページでも
ご覧いただけます。�
○交渉は当事者同士でお願いします。�
○ご連絡をいただいてもすでに取引が
成立している場合もありますのでご
了承ください。�

　地域協働課　1内線２３７�

 

気
象
情
報
を
３
月
号
ま
で�

 

掲
載
休
止
し
ま
す
。�

�

　
消
防
署
、
気
象
観
測
装
置
を
更
新

す
る
工
事
を
行
っ
て
い
る
た
め
気
象

情
報
が
計
測
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
。�

　
消
防
署
　
1（
６１
）０
９
１
１�

��

会
議
開
催
の
お
し
ら
せ�

�

　
１
月
２１
日（
水
）９
時
３０
分
〜�

　
役
場
４
階
　
委
員
会
室�

◎
学
校
教
育
課
　
1
内
線
３
２
２�

�

　
１
月
２６
日（
月
）１３
時
３０
分
〜�

　
国
府
支
所
２
階
　
会
議
室�

◎
農
業
委
員
会
　
1
内
線
３
５
８�



広
報
お
お
い
そ
　
2
0
0
4
年
1
月
号
　
大
磯
町
企
画
室
発
行
　
〒
2
5
5
-8
5
5
5
　
神
奈
川
県
中
郡
大
磯
町
東
小
磯
1
8
3
番
地
　

1
0
4
6
3
-6
1
-4
1
0
0
　
FA
X
 0
4
6
3
-6
1
-1
9
9
1
　
http://w

w
w
.scn-net.ne.jp/̃oiso

✴✴✴✴✴✴
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✴✴
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✴
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短
歌
小
・
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越
野
　
奈
都
美�

（
評
）
こ
ま
か
な
雨
で
も
、
空
か
ら
降
っ

て
く
る
の
で
す
か
ら
地
面
に
落
ち
れ
ば

音
が
し
ま
す
。
け
れ
ど
も
雪
だ
け
は
音

が
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
周
り
の

音
を
吸
い
込
む
か
の
よ
う
に
、
雪
が
降

る
と
静
け
さ
が
あ
た
り
を
包
み
ま
す
。

そ
ん
な
光
景
を
「
い
つ
も
と
ち
が
う
し

ず
け
さ
」
と
と
ら
え
ま
し
た
。
発
見
の

あ
る
一
首
で
す
。�
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平野　うららちゃん�
平成12年8月3日生�

麻人・朋子さんの長女（東町在住）�

ごはんもおやつもだ～いすき！�
おまつりでお口にクリームを�
つけて「ハイ、３才です！」�

1

ロードレース大会（12月14日）�
冬の寒空の下、海をバックに力走。�

ネイチャーゲーム（12月7日）�
草むらの中に何がみえるかな？�

紅葉（12月7日）�
色彩やかにもみじが色づいていました。�

富士山（12月16日）�
雪化粧をした富士山が、雄大に姿を現しました。�

町の人口と世帯�
12月1日現在�

�

　大磯運動公園は森の中の運動公園をコンセプト
として、南側斜面に樹木植栽をし、アウトドアス
ポーツゾーンを完成させる予定です。�
　樹木は防風、防砂林的な機能もち、さらには「森
の中の運動公園」というイメージにあった樹木を
検討しています。植栽する樹木等について、意見
があればはがき、メール、ＦＡＸで都市整備課ま
でお寄せください。�

　１月31日（土）�

　都市整備課　1内線２４１�


